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以外C･T)抗精神病薬を中止 し∴針八二lう'7+ン血症確認 し

たうえでブrlモクり~f+ンを授与した.lJLLr,モIJりゾ+

ン投与IOL=]にF3経招来 し,Fr琳封こ精神症状も消失 し.

その後周期的病相の発現も阻止された,

検査成鱗では,麗昏迷期の脳波の軽度徐波化,視床下

部一下垂体糸の機能不全を表すとされるアジドロゲソイ

ソデックスとエストロゲン分画の異常が認められた.こ

の異･常は月経招来後i~描亨化してトー--_､た.

本症例は10カ月間周期的病相を反復 し,検査上,視床

下部-下垂体系の機能不全が推測された,抗精神病薬は

有効でなく,むしろ視床下部-下垂体系機能不全の増悪

因子となった.高プロラクチン血症改善目的でブロモク

リプチンを授与することで,内分泌ホメオスタシスの歪

みが是正され 周期的病相の出現を阻止することができ

た.

鳩谷は本例のように周期的に精神症状を反復する症例

杏,非定型韓神病の枠内でとらえ青年期の女子にみられ

また月経周期に関連することを指摘 し,周期性精神病と

呼んでいる.

山下は個々の症例の臨床的観察と臨床精神病理学的考

察から,｢若年周期精神病｣という概念を提唱している.

本例でも,症状の急速な変化,反復性,精神症状として

亜昏迷と興奮 ･多動がみられること,月経との関連,追

想不良左と:こL7)基準に含致 してし､る.

次に治療法について,本疾患群をこ対して統轄神病薬が

無効かつ悪影響を及ぼすことでは多くの研究者の意見は

一致 している.山下らは,丸ルバマゼピソが病期の抑制

に有効としているq ドパミソ受容体作動薬であるプロモ

クリプチソが著効を示した症例は,本例を含めて5例が

報告されているが,その臨床像にはカルバマゼピソ有効

群と比較 して差異が認められた.プロモクリプチソ有効

群では, 発症年令が遅い,病相が双極性で連続している,

無月経が多い,精神運動興奮が高度,脳波異常がみられ

る▲プロラタチソ高値等の特徴がみられた.症例数が未

だ少ないため確実なものではなく,抗精神病薬の影響も

考えられるが,治療法の選択において有周な知見と思わ

れるため報告する.

17)各種精神疾患し')SPECT 所 見

武内 広感 ･種市 愈

∴':Ill:∴ ●'t' -≡.:t∴ :･吉 ;'iJt･林 茂信

仲沢 芳子 (′′研究検衣料)

佐藤 文夫 (′′ 放射線科)

脳血流測定に利用される single phot(ln emissiotl
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tomography(SPECT:単光子放射型 二Lンt-::i-･.1クー一一

断層撮影法)は,体内に注入された放射性同位原索が放

得るも(11で,すでに脳血管障害や脳陣場などが診断に幣

されている検査法である.精神料簡域でも漸次知見が集

積されつつあるが,まだ結論が確立されるまでをこぼかな

りの貯金曲折が予想される.

今回我 々は.seniledementiaofAIzheimertype

(SDATl.脳血管障害衡鮎責(cerpbr(十Vこ鵜Culardementia:

CVr)),schizophrenia(S上 mooddisorder(MD上

dcoholdependences)Tldrome(Ar_)S上 epilepsy(F.P)

などの各種精神疾鷹沖こSPECT を実施 したので,その

所見の一端を報告する.

(各種精神疾患と SPECT所見の関係)塗)ある程度

経過 Lた SDAT〔AD:AIzheimL,r'sdiseaseを含む)

では,両側頭頂 ･側頭葉の灰白質,白質-の集積低下が

認められる, しか し発病後間もない患者-特をこAD で

は,むしろ全般に集積が良好である.② 多発性脳梗塞

を基礎にした CV粉 では,多 く両側前頭葉への集積が

不良である.③ Sでは,概括的には後頭部に比 して前頭

那-の鮭積が相対的に低下して (hypofrontこllity:hy-pun

いることが特徴であるが,これをこぼ発病後の経過期間や

病型との関連が想定される.経過期間との関連では,発

病初脚こは hypofが余りu立たない患者があE).10年･

を境にしてこ(:')幌向か細箸になる.病型との関連でも.

発病後かなりの期間を経ているにもかかわらず hypof

の傾向を示さない typeの愚老もある.㊨ MD は比較

的所見に乏 しいが.Sと同様の hypofの傾向を示す患

者がある.そして少数例ではあるが,病態の改善ととも

にこの所見も消失する場合がある.㊨ AE)Sでは,飲

酒歴の長い患者の一部に,前頭葉内側領域への集積低下

が示されることがあり,この所見は短期間の断酒では消

失 しない.⑥ 発作間駿期の EPでは,概 して全般をこ集

積が良好との印象であるが,発作焦点の明らかな部分て

んかんでは.焦点-の集積が___【二昇しているようにふえる,

く結論)(手SDAT,AD.CVT)を含む脳器質性精神

障害では,疾患の病態が脳血流動態という見地から解明

され 臨床診断を確実(こするとともに,その結果を治療

の利用に資することができる.L2TISや Ml)IAl)S,ll:ド

などでも同仁-'かの所見を得ることが多く,今後症例を集

積することで,比較的単純に思える脱血流動態からこれ

ら疾患の特徴を疾患単位.もしくは症状との関連で分額

できる可能性がある.-.I)まり精神疾患の病態を,全く新

たに解明できるかも知れない.③ 7.線の ellergyの逮
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いを利用し,2核穐同時収祭の可能性が期待できる.(Lil

将来は脳代謝の測定が,PI~rrのように受容体しノベJL-で

掌握できることが期待される.

ト L.､ ･ : I.1 .･･. . ! .

薬効 (予報 〕

佐藤 聡 ･佐藤 斯

田中 政審 (三 島 病 院)
はしめに :

高齢化社会J)到来によi),向知性薬nootropiesの開

発に対する関心が高まっているが.この nootropicsを

投与すると,抗夢薬や抗精神病薬を授与した時とは異な

る特有の脳波変化 即ち徐波.速波の減少.およびα波

の増加がムl･Lつれる事が定量的脳波分析によ1てわか-一･､て

きた.

メランを,脳波上著明な徐波化を呈していた6名U)脳血

管性痴呆患者に投Lj-し∴画像化脱涯シtJ:A-I-･人である d1,-

的嚇波分析を試3'･/'こ.尚.今回は脱波変化の人に注【=′,

臨抹症状LJ)変化に関する厳密な定一馴 ヒはおこな-･-,ていな

い.

対象と方法 :

三島病院に入院中Lr)男子1名. 女守 2名〔･')脳血管性痴

呆患者 6名を対象とした.年齢は,59歳かlT-83歳.平均

年齢 7O.5歳であ-一､,た.症例の選択にあたっては.入院

後2カ月1上土経過 して既に症状の 変動が′,i亘こく,か一~つ意

識障害の無い患者を対象上した.

塩酸ビ7ェメラバま, 1回 50mgを1日3回. 1F]

量では 150mgを投与-した.

脳波記録は,投薬前,投薬 1週間後,投薬2週間後に.

臥位 ･安静 ･開眼 ･覚醒状態で実施した.電梅は10:20

法による16誘導を用い,バー~7-スベウト′し法を用いて,

各誘導での(ラ波,0波.(F波,FS波を定盤化L.その出

現割合を算出した.今回の分析では嚇波J)画像化に加え.

脳波改善の指標とLて いr波の出現率)パ 0波の出現率)

をα了 0比と名づけて算出することとし,塩酸ビ~フ_r_Jメ

ラン投Lj-一前後でこnlr,J-/:[)比に有意な増減がふド)Ilるか

どうかを.各誘導転に,対応LT)ある Wile(1XOn検定で

検定 した.

結果 :

結果は,投薬 1週間後には FPl,FP2,ド3.Ol,I;7,

F8,TLl.T5.T6及び全誘導の平均,左側誘導の平均

において,rr.tj比の有意左上昇,即ち嚇波(,')改善が認

めiT･JIlたが,投燕2週間後では有意皮付了lJ比(/')変化は

FI~'1で(7)ふ認めL■_-わるというものであ--_,た.また.画

像化脳波でも同様の所臥 即忠,牧草 1週間後で著明在脳

波所見L･')改善をムるも,そLJ)後も)-_に緩るiL･-_いう傾向を

示 した.

考察 :

向知性燕C7)勧果判定妄こあた一･､ては.定量的脳波分析が

有効な手段のひとつとして 一般化し-㍗.)あるよ･-1に思わ

れる.また,脳波検査C･')本来LT)特徴である非侵襲性に加

えて,定巌的脳波分析によって (二T や MRIなどかLL-,

は把握の困難な脳機能の経時的変化を知る事は,今後,

臨床 しべ･′Lでの薬効判定の補助手段としても大いに役立

一〕ものと期待される.

現在(-T)向知性薬では痴呆症状の恒常的改善は無理だが.

待出来る上思わI.しろ.

19)県立小出病院精神科外来患者1211:LF7r;ll,')推移
(1977･-1989)

高橋 印明 (新 現 大 学 精 神 手車

須賀 良- (中 条 病 院 精 神 科)

本田 建一 (新潟県立申出病院精神科)

1, はし､めに

合病院370珠Lf)r恒りIOO床を占めており.魚沼地方LT)柿

神科地域医療(/J'叫一核Ll二して,重要在位際をLt_.).めてし､る.

我々は小出病院精神科外来の動向を調べるたふflC･こ.節

I期として昭和52年7fJ1LJか乙､っ習5こ拍二6r粕川 まで､

第口期として昭和57年7月1tjかt･､-)習58年6月30L]まで,

で,上い･tl3-1の期間の外来新来患者について比較検討

した.

2.対象と方法

対象は,第 Ⅰ壬乱 第Il期.第Ⅲ糊に,外来を初診した

患者784名で,このうち次LT)者は除外した.

(♪ 診断基準に茎-ういて除外した精神障害以外の疾患.

例えば,てJLかん.失語症,腫壕などcT)器質的疾患.

(が 過伝相談や健康診断書のために来院 した音.

これL'-'の者を除外Lた704名(~').性至札 年齢,初詩乱

診断名,屠任地について調査 した.

疾患の分額は,各カ′Lテに記載されている症状をもと

に,DSMm-Rに基←ういて,壬削乍的に再分額を行な一､

た.
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